
Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
体
制

Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
は
、
自
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
注
１
）に
加
え

て
、
代
理
店
契
約
や
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
く
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
で
存
在
感
を
持
つ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
へ
の
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

商
圏
に
合
わ
せ
た
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
策
定

し
て
き
た
。
特
に
グ
ル
ー
プ
の
中
核
会
社
で
あ
る
日

本
通
運
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
指
定
公
共

機
関
と
し
て
、
災
害
大
国
で
あ
る
わ
が
国
に
お
い
て
、

物
流
事
業
を
継
続
し
、
社
会
基
盤
の
維
持
を
担
い
続

け
る
こ
と
に
注
力
し
て
き
た
。

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
体
制

（
注
２
）（
以
下
、「
Ｈ
Ｄ
体
制
」）

へ
の
移
行
を
機
に
、「
Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
事
業
継
続
基

本
方
針
」
に
お
い
て
５
項
目
を
掲
げ
、
Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー

プ
各
社
が
策
定
し
取
り
組
む
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
方
向
性
や
基

本
的
な
考
え
方
を
示
す
か
た
ち
と
し
た（
図
表
１
）。

事
象
型
Ｂ
Ｃ
Ｐ

Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
各
社
は
こ
れ
ま
で
、
巨
大
地
震
等

の
自
然
災
害
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
、

最
近
で
は
富
士
山
噴
火
な
ど
を
リ
ス
ク
事
象
と
し
て

想
定
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
き
た
。
今
後
、
さ
ら

に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
展
開
を
進
め
る
う
え
で
は
、

地
域
や
国
ご
と
に
、
ま
た
産
業
ご
と
に
、
戦
争
、
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
、
テ
ロ
、
誘
拐
な
ど
、
世
界
中
の

様
々
な
危
機
事
象
の
発
生
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
２
０
２
２
年
２
月
か
ら
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
米
中
対
立
の
激
化
な
ど
の
地
政
学

リ
ス
ク
は
、
わ
が
国
全
体
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
必
至
で
あ
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
そ
の
影

響
度
や
従
業
員
の
退
避
計
画
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
も
、
お
客
さ
ま
を
は
じ

め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
各
方
面
の
関
連
物
流
会
社
、

イ
ン
フ
ラ
運
営
会
社
・
団
体
な
ど
と
、
事
前
の
協

議
・
連
携
が
必
要
と
な
る
。

お
客
さ
ま
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
維

持
に
向
け
た
取
り
組
み
の
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

た
い
。
Ｎ
Ｘ
中
国
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
国
国
内
で
都
市
封
鎖
や

通
行
規
制
、
空
港
・
港
湾
の
機
能
低
下
な
ど
物
流
に

様
々
な
制
限
が
か
か
る
中
、
グ
レ
ー
タ
ー
ベ
イ
エ
リ

ア（
大
湾
区
）

（
注
３
）で
陸
路
と
海
路
を
併
用
す
る
新
ル
ー
ト

を
開
発
し
た
り
、
混
雑
す
る
上
海
港
か
ら
の
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
代
わ
り
内
航
海
上
輸
送
を
活
用
し
て
中
国

各
地
へ
転
送
し
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

応
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
。
ま
た
２
０
２
２

年
４
月
に
は
、
中
国
各
地
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
経

由
し
欧
州
各
地
へ
輸
送
す
る
「
カ
ス
ピ
海
ル
ー
ト
」

（
図
表
２
）を
開
発
し
、
中
国
─
欧
州
間
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
用

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
О
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長

渡わたな
べ邉
健けんじ
二

お
客
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
企
業
体
質
を
目
指
し
て

─
Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（注1）グループ合計309社、従業員73,482人、海外49カ国・地域に739拠点（2022年12月31日現在）
（注2）2022年1月からNIPPON EXPRESSホールディングスを持ち株会社としたホールディングス体制を取り、

グローバルでグループ体制の強化を目指している
（注3）グレーターベイエリア（大湾区）：香港、マカオや中国南部の広東省の9つの自治体で構成されるエリア
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輸
送
モ
ー
ド
と
し
て
提
供
を
開
始
し
た
。
鉄
道
・
海

運
・
陸
運
を
駆
使
し
た
複
合
輸
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
が
強
み
と

し
て
い
る
多
様
な
輸
送
モ
ー
ド
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
社
会
要
請
を
事
業
に
つ
な

げ
た
事
例
で
あ
る
。

今
後
も
、
お
客
さ
ま
の
要
望
を
踏
ま
え
、
代
替
と

な
る
ル
ー
ト
の
開
拓
や
輸
送
モ
ー
ド
の
活
用
な
ら
び

に
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
、
お
客
さ
ま
の
事
業
継
続
を
支
え
て
い

く
と
と
も
に
、
危
機
発
生
時
に
即
座
に
代
替
可
能
な

輸
送
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
強
靱
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
く
。

基
盤
と
な
る
危
機
管
理
体
制
と

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化

Ｈ
Ｄ
体
制
へ
の
移
行
と
同
時
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
の
も
う
一
つ
が
、
危
機
管
理
体
制
と
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
二
つ
を
グ
ル
ー
プ
内
に
浸
透
さ

せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

危
機
管
理
体
制
と
し
て
は
、
前
述
の
通
り
積
み
上

げ
て
き
た
歴
史
と
経
験
に
基
づ
き
、
①
Ｈ
Ｄ
会
社
の

ト
ッ
プ
に
対
す
る
危
機
発
生
事
象
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ

ョ
ン
体
制
の
整
備
、
②
自
然
災
害
や
シ
ス
テ
ム
リ
ス

ク
な
ど
危
機
事
象
ご
と
の

「
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
整
備
推
進
、
③
従
業
員
・

車
両
・
施
設
・
お
客
さ
ま
・

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
状
況
把
握

と
体
制
整
備
の
た
め
の
「
安

否
確
認
シ
ス
テ
ム（
体
制
）」
や
「
災
害
管
理
シ
ス
テ

ム
」
の
整
備
、
④
防
災
備
蓄
品
の
一
元
管
理
を
行
う

「
防
災
備
蓄
品
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
─
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
有
事
に
備
え
て
き
た
。

ま
た
、
発
災
前
の
事
業
活
動
に
お
け
る
リ
ス
ク
の

洗
い
出
し
、
リ
ス
ク
評
価
、
リ
ス
ク
統
制
・
制
御
策

の
検
討
と
実
施
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
と
し
て
構
築
し
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
中
心
と
し
た
危
機
管
理
体
制
と
連
動
さ
せ
て
、

お
客
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
企
業
体

質
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
施
策
の
見
直
し
と

連
動
性
の
確
保

様
々
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
等
の
取
り
組
み
施
策
を
整
備
し
て

き
た
が
、
Ｎ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
有
事
に

実
践
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
効
果
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン（
訓
練
）の
実
施
や
、
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

か
か
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
グ
ロ
ー
バ
ル

な
環
境
変
化
は
激
し
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

や
施
策
の
見
直
し
は
重
要
で
あ
る
。
各
施
策
を
有
機

的
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、
社

会
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
実
践
し
て
い
き
た
い
。

災
害
の
発
生
に
即
応
し
た
輸
送
体
制
の
構
築
や
、

広
域
拠
点
と
な
る
物
流
施
設
の
機
能
強
化
を
図
る
な

ど
、
災
害
に
強
い
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
常
に
努

め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
リ
ス
ク
に

対
す
る
感
度
を
高
め
、
環
境
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い

質
の
高
い
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
を
醸
成
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
が
一
体
と
な
っ

た
強
靱
な
物
流
体
制
を
構
築
し
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

図表1 ＮＸグループ事業継続基本方針の概要
企業理念

「NXグループ事業継続基本方針」

●人命・安全の最優先
●社会インフラとしての物流が果たすべき使命の遂行、社会に対する貢献
●お客さまの事業継続・サプライチェーン復旧の支援
●グループ各社での事業継続計画（BCP）策定・整備の推進
●平常時の備え

グループ各社の事業継続計画（BCP）

図表2 カスピ海経由サービスルート図

災害時の緊急輸送（₂₀₁₆年₄月熊本地震）
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